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■資料

・厚生労働省HP「急性呼吸器感染症(ARI)」

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/ari.html

・第２回急性呼吸器感染症（ARI）サーベイランスに係る具体的な方針に関する都道府県説明会（定
点医療機関向け説明資料、参考資料１）

・感染症サーベイランスシステム自治体情報交換会（第3回）（定点報告入力画面説明用資料）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/ari.html
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①-1 経緯

• 令和6年11月29日、感染症の予防及び感染症の患者に対する
医療に関する法律施行規則の一部を改正する省令が公布され、
国は令和７年４月７日から『急性呼吸器感染症』を、５類感
染症の定点把握疾患に位置づけ報告対象とすることにしまし
た。

・これに伴い、定点医療機関の皆様にご協力いただいている感
染症発生動向調査の内容が一部変更されることになりました。
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①-2 急性呼吸器感染症(ARI)サーベイランスの目的

各感染症の患者数や病原体等の発生数を集計し、国内の急
性呼吸器感染症 (ARI)の発生の傾向や水準を踏まえた、流行
中の呼吸器感染症を把握する。

また、新興・再興感染症の発生を迅速に探知する。

急性呼吸器感染症(Acute Respiratory Infection：ARI)とは

急性の上気道炎（鼻炎、副鼻腔炎、中耳炎、咽頭炎、喉頭炎）又は
下気道炎（気管支炎、細気管支炎、肺炎）を指す病原体による症候
群の総称



１ ARIサーベイランスの目的、対象範囲

② 急性呼吸器感染症(ARI)定点の対象疾患の範囲

新型インフルエンザ
等感染症
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届出対象の定義
（広義の定義）

法令上の定義
（狭義の定義）
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③-1 急性呼吸器感染症(ARI)の症例定義

・届出対象の症例定義（広義の定義）

咳嗽、咽頭痛、呼吸困難、鼻汁、鼻閉のいず

れか1つ以上の症状を呈し、発症から 10日以内の急性的

な症状であり、かつ医師が感染症を疑う外来症例 ※

※「発熱の有無を問わない」定義とする。

ここには、特定の感染症の診断が着いた症例も全て含みます。
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③-2 急性呼吸器感染症(ARI)の法令上の定義

・法令上の定義 （狭義の定義）

急性呼吸器感染症（既に五類感染症として位置づけられてい
る急性呼吸器感染症については、重複となるため除 く。）
を五類感染症に追加する。

→届出対象の定義とは異なるので注意してください。

なお、学校の出席停止については変更ありません。（学校
保健安全法施行規則第十九条）

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する
法律施行規則の一部を改正する省令の施行について」
（施行通知）（令和６年11月29日感発1129号第１号）



④ 届出対象の症例定義に合致する具体的な症例の考え方

全数報告対象の感染症と判明した場合も、症例定義を満
たす限り報告をお願いします。（遡って報告数を修正する
必要もありません）

再診については、同一患者が同じ週に複数回受診した場
合でも、症例定義を満たす限りは、受診のタイミングごと
に報告をお願いします（厚生労働省より）。

１ ARIサーベイランスの目的、対象範囲
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２ 定点医療機関数について
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① 急性呼吸器感染症(ARI)患者定点の設計

保健所管内人口あたり定点数を変更することによって、

全国の定点数は4,653から2,976になる。

4,653 2,976



２ 定点医療機関数について
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① 急性呼吸器感染症(ARI)患者定点の設計

「人口1万人当たりの定点数」のバラツキの程度は小さく
なり、「発生動向」の再現性も確認された。

＜第89回厚生科学審議会感染症部会参考資料１より＞
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② 急性呼吸器感染症(ARI)病原体定点の設計

・ 急性呼吸器感染症(ARI)患者定点の約 10％を選定する。※

・ 患者報告や病原体提出の実績がある小児科定点及びイン
フルエンザ／ COVIDｰ19定点を、優先的に急性期呼吸器感染
症 (ARI)定点及び病原体定点として指定する。

※感染症発生動向調査事業実施要綱より

急性呼吸器感染症病原体定点の選定に当たっては、

・ 小児科定点から10％以上

・ 内科定点から10％以上

とする。



２ 定点医療機関数について

14

③ 県内の患者・病原体定点数

急性呼吸器感染症（ＡＲＩ）サーベイランス開始に伴う
定点数変更の見込み

保健所 小児科
患者定点

小児科※
病原体定点

内科
患者定点

内科※
病原体定点

県域 50→28 ５→４ 31→21 ２→２

横浜市 94→51 ８→５ 59→39 ４→４

川崎市 37→37 ７→７ 24→24 ７→７

相模原市 30→10 １→１ ９→７ ４→４

横須賀市 ９→５ １→１ ５→４ １→１

藤沢市 ９→９ ０→０ ６→６ １→１

茅ヶ崎市 ７→４ １→１ ４→３ ０→０

県内計 236→144 23→19 138→104 19→19

※原則として小児科、内科を標
榜する病原体定点のこと。

小児科病原体定点は原則として
小児科病原体定点＋インフルエ
ンザ病原体定点（今後はARI病
原体定点）である。

内科病原体定点はARI病原体定
点である。
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３ 患者報告のシステム上の入力方法について
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「４．CSVインポートによる入力」は割愛します
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３ 患者報告のシステム上の入力方法について
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３ 患者報告のシステム上の入力方法について
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＜NESID上での報告が難しい場合＞

県域では紙の様式を用意しています。

代行入力可能ですので保健所にご相談ください。
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３ 患者報告のシステム上の入力方法について
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４ 今後のスケジュール（県所管域）
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※令和6年８月末現在

月 日 月 火 水 木 金 土

３月

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11
県医師会あて説明会

12 13 14 15

16 17 18 19 20 21
郡市医師会
定点医療機関
あて説明会

22

23 24 25 26 27 28
ARI定点指定報告〆
（各HWC→県庁）

29

30 31 1 2 3 4
ARI定点指定報告
（県庁→厚労省）

5

４月

6 7

ARI集計開始
8 9 10

ARIシステム
リリース

11 12

13 14 15 16 17 18 19

14週（3/31～4/6） 既存の定点医療機関：解除日（4月7日）

※4/7の報告をもって解除

15週（4/7～4/13） 新定点医療機関：指定日（4月7日）
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☆本事業開始後は、県および保福・センターとしても、定点医療
機関をバックアップし、サーベイランス体制の構築に取り組んで
まいりますので、ご理解・ご協力のほどお願い申し上げます。
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・サーベイランス体制についての質問は、保福・センター
だけではなく、必要時は本庁でも回答します。
（担当部署：神奈川県健康危機・感染症対策課）

・4月7日のサーベイランス開始後も、個別の症例について、
定点医療機関から各保健所・センターあてに相談いただく
ことが可能です。


